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８
月
７
日
、
リ
ー
ガ
ロ
イ

ヤ
ル
ホ
テ
ル
広
島
で
Ａ
Ｓ
Ｅ

Ｓ
Ｎ（
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
連

合
）
の
駐
日
大
使
を
お
招
き

し
、
広
島
ア
セ
ア
ン
協
会
主

催
『
ア
セ
ア
ン
駐
日
大
使
御

一
行
様
歓
迎
交
流
会
』
を
開

催
し
ま
し
た
。
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カ
国
の
大
使
御
一
行
様
、
県

内
の
大
学
に
留
学
さ
れ
て
い

る
ア
セ
ア
ン
諸
国
の
学
生
の

皆
さ
ん
、
広
島
の
政
財
界
の

ト
ッ
プ
の
方
、
2
0
0
人
以

上
の
方
が
ご
参
加
く
だ
さ
い

ま
し
た
。

　
同
日
、
午
前
中
に
開
か
れ

た
ア
セ
ア
ン
駐
日
大
使
会
議

（
Ａ
Ｃ
Ｔ
　
Ｍ
ｅ
ｅ
ｔ
ｉ
ｎ
ｇ
）

終
了
後
、
広
島
平
和
記
念
資

料
館
館
長
、
石
田
芳
文
様
を

講
師
に
お
迎
え
し
『
被
爆
し

た
東
南
ア
ジ
ア
の
留
学
生
―

国
を
超
え
た
友
情
―
』
と
題

し
た
記
念
講
演
を
行
っ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
正
午
か
ら
歓
迎
交
流
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
開
催
に

先
立
っ
て
の
あ
い
さ
つ
は

『
平
和
』
が
キ
ー
ワ
ー
ド
に
な

り
ま
し
た
。
会
長
あ
い
さ
つ

で
被
爆
者
だ
っ
た
私
の
母
親

か
ら
『
戦
争
は
絶
対
に
し
て

は
い
け
な
い
』
と
聞
か
さ
れ

て
育
っ
た
こ
と
を
紹
介
し
ま

し
た
。Ａ
Ｃ
Ｔ
議
長
国
、
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
の
オ
ン
・
エ
ン

チ
ュ
ア
ン
特
命
全
権
大
使

は
、
1
9
7
7
年
に
当
時
の

福
田
赳
夫
首
相
が
示
し
た

『
福
田
ド
ク
ト
リ
ン
』
に
触
れ

ら
れ
、『
ア
セ
ア
ン
と
日
本
が

対
等
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
し
て

歩
む
こ
と
を
柱
と
し
た
福
田

ド
ク
ト
リ
ン
は
、
現
在
ま
で

ア
セ
ア
ン
と
日
本
の
友
好
関

係
の
礎
に
な
っ
て
い
る
』
と

話
さ
れ
ま
し
た
。

　
歓
談
の
間
に
は
、
広
島
大

学
元
学
長
・
世
界
最
高
齢
の

テ
ノ
ー
ル
歌
手
と
し
て
ギ
ネ

ス
登
録
さ
れ
て
い
る
原
田
康

夫
先
生
の
独
唱
や
、
全
日
本

少
林
寺
流
空
手
道
連
盟
錬
心

舘
広
島
地
区
本
部
所
属
の
小

学
生
と
高
校
生
の
2
名
に
よ

る
演
武
、
広
島
警
察
音
楽
隊

『
ザ
・
メ
イ
プ
ル
ウ
ィ
ン
ズ
』

の
演
奏
で
大
い
に
盛
り
上
が

り
ま
し
た
。
留
学
生
に
と
っ

て
は
、
母
国
の
大
使
と
交
流

で
き
る
貴
重
な
機
会
に
な
り

ま
し
た
。

　
歓
迎
交
流
会
は
2
0
2
3

年
に
続
い
て
２
回
目
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。
毎
年
開
催

を
希
望
さ
れ
る
お
声
も
い
た

だ
い
て
お
り
、
今
後
は
８
月

６
日
前
後
に
恒
例
行
事
と
し

て
行
う
こ
と
で
、
平
和
を
軸

と
し
た
広
島
と
ア
セ
ア
ン
の

心
の
交
流
を
深
め
て
い
き
た

い
と
思
っ
て
い
ま
す
。（
メ
ン

テ
ッ
ク
ワ
ー
ル
ド
社
長
）歓迎交流会でアセアンつなぎをする

各国の大使（右から4人目が筆者）

ア
セ
ア
ン


